
　この研究の目的は，植え込み型除細動器（ICD）を装

着した患者を対象にして，12 週間の包括的心臓リハビ

リテーション（CCR）を実施し，その効果を研究するこ

とである．対象は，ICD 患者 73 名の内，同意が得ら

れた 16 名（平均年齢 57±14 歳）をランダムに抽出し

た．16 名の内訳は虚血性心疾患（11 例），その他で，

ICD の装着期間は平均 20.4±13.8 か月であった．測定

項目は，�1 　運動負荷テスト（ET），�2 　心理検査（anxiety 

and depression scores：HAD スコア）であった．研究デ

ザインは，まず ET を実施後，対象をランダムに 2 群

（A 群と B 群）に区分した．A 群は 12 週間の一般的な

ケア→12 週間の CCR→12 週間の一般的なケア，B 群

は 12 週間の CCR→12 週間の一般的なケアとした．い

ずれも一般的なケアや CCR 後には，ET と HAD スコ

ア（不安と鬱）を測定した．ET はトレッドミルを使用

し，症候限界性で実施した．CCR は，監視型運動療法

（9 種類の運動）と教育を 2 日／週（2 時間／日）実施し

た．なお，トレーニングは，自宅でも心拍モニターを

装着したうえで実施した．

　その結果，�1 　研究終了時点での ET の運動持続時間

は，開始時と比べて A 群と B 群共に 16％の改善が認

められた（A 群：平均 9 分 55 秒→平均 11 分 11 秒；p

＜0.001，B 群：平均 9 分 55 秒→平均 11 分 20 秒），�2 　

研究終了時点での HAD スコアの不安と鬱は，開始時

と比べて A 群と B 群共に減少が認められた．なお，

研究終了時点での運動持続時間と HAD スコアは，A 

群と B 群において有意差を示さなかった．また CCR 

中には，ICD の作動や心室性不整脈の出現を認めな

かった．このことから，CCR は ICD 患者において安

全に，しかも運動能力の改善と心理的な悩みの減少に

役立つことが示された．しかし，今回の対象者は研究

を始める前に，内服治療や規則的な心理的フォロー

アップを受けていた．そのため，今後は多施設によっ

て検証がなされるべきであろう．

　8 週間にわたる中強度のサーキットトレーニング

が，座業を主とした青年期女性のフィジカルフィット

ネスを改善できるか否か検討した．14 歳から 18 歳ま

での 30 名を，運動群（14.6±0.61 歳）と対照群（14.9±

1.09 歳）それぞれ 15 名ずつランダムに分け，運動群に

は，60 分間サーキットトレーニングを毎週火曜と木曜

の午後の週 2 回の頻度で 8 週にわたり行わせた．その

中身は，ウォーミングアップ（ジョグと四肢体幹の粗大

筋のストレッチを 5 分ずつ），サーキットトレーニン

グ（クロスレッグジャンプスクワット，プッシュアッ

プ，シットアップ，ロープスキッピング，ベンチステッ

ピング，上肢ダンベルエクササイズの計 6 種目 2 セッ

トで最大予測心拍数の 90％以内，休息は最大予測心拍

数の 60％に戻る時点），クールダウン（ウォーミング

アップの内容と 10 分間のボールゲーム）である．1 分

間当たりの起立回数・座位でのリーチテスト・肥満

度・皮脂厚・安静時心拍数を計測パラメータとし，プ

ログラム開始前と 4 週，8 週の 3 期に測定した．その

結果，対照群では 3 期で有意な変化は見られなかっ

た．一方，運動群ではサーキットトレーニングにより，

起立回数（開始前 22.80±6.89，4 週 26.13±5.50，8 週 

30.27±6.69：p＜0.001）と肥満度（開始前 49.48±9.33，

4 週 49.40±8.88，8 週 48.30±8.39：p＝0.015）でそれ

ぞれ有意な改善を認めた．さらに事後対比で，開始前

と 4 週，4 週と 8 週との間で，それぞれ有意な変化が

見られた．以上より，週 2 回の中強度 60 分間サーキッ

トトレーニングは，4 週間で効果的に肥満を減少させ，

体幹の筋力強化につながる．さらに運動を継続するこ

とでその後の 4 週（8 週目）も改善することが示唆され

た．
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　臨床における呼吸練習の効果について，様々な研究

がなされているが，その効果に関して明確なものはな

い．

　本研究では，呼吸練習の臨床効果を明らかにするた

めに，慢性閉塞性肺疾患患者において通常の呼吸時と

一般的に用いられる 3 つの呼吸練習法時での酸素消

費量を比較した．

　対象は，医学的に安定している中等度から重度の慢

性閉塞性肺疾患患者 30 名（男性 24 名，女性 6 名）で，

6 週以上の呼吸リハビリテーションプログラムを終了

した者．被験者には，10 分間の通常呼吸を実施後の酸

素消費量と呼吸数を測定した．次に，3 つの呼吸練習

法（�1 　横隔膜呼吸，�2 　口すぼめ呼吸，�3 　横隔膜呼吸と

口すぼめ呼吸の混合呼吸）をランダムに行い，（運動と

運動の間には休憩を入れる）各呼吸練習中の酸素消費

量，呼吸数を測定した．酸素消費量と呼吸数は繰り返し

のある one－way ANOVA を用いて分析した（p＜0.05）．

　その結果，呼吸練習中の酸素消費量は通常の呼吸時

（174.5±25.2　mL O2／分）と比較して，有意に低下した

（横隔膜呼吸：165.8±22.3　mL O2／分，口すぼめ呼吸：

164.8±20.9　mL O2／分，混合呼吸：167.7±20.7　mL O2／

分）．呼吸数は，通常の呼吸（17.3±4.23 回／分）と比較

して有意に減少した（横隔膜呼吸：15.0±4.32 回／分，

口すぼめ呼吸：12.8±3.53 回／分，混合呼吸：11.2±

2.7 回／分）．しかし，呼吸練習後は通常の呼吸パター

ンに戻った．

　呼吸練習時に呼吸数が減ることにより酸素消費量が

減った．これは呼吸練習をしたときのみの効果であり，

呼吸練習後，もとの呼吸パターンに戻ったことから，

慢性閉塞性肺疾患患者の場合，酸素消費の面だけでな

く，機械的効率に基づいて呼吸が行われていることが

わかった．姿勢や筋の効率などを考慮し，呼吸時の機

械的効率の改善も練習の中に取り入れていくべきであ

る． 

・目的　慢性疲労症候群（CFS）は，医学的説明が不可

能な 6 か月以上持続する疲労のため，活動性が低下し

た状態を指す．患者は，職業，教育，社会，あるいは

個人の活動において深刻な生産性低下をきたす．すべ

ての患者に共通する原因は現在わかっていない．CFS 

の活動と参加に関する質問表（CFS－APQ）は，家事，仕

事，運動などに関する 26 項目よりなり，CFS 患者の

問題を適切に迅速に評価することを重視して開発され

た．この研究の目的は，CFS－APQ オランダ語版の妥

当性と再現性を調査することである．

・対象と方法　111 人の CFS 患者の内，47 人が参加

基準を満たした（平均年齢 36.5 歳，平均罹病期間 4.8 

年，83％が女性）．被験者は，大学内のクリニックで

以下の作業を行った．疼痛，疲労を VAS で段階づける

こと，達成が困難な少なくとも 5 つの活動を列挙する

こと，CFS－APQ にすべて回答することなどである．

さらに，被験者は家庭で再度 CFS－APQ に回答し，検

者に返送した．また，CFS－APQ の内容が実際に参加

と活動の分野に該当しているか WHO の機能，活動，

健康における国際生活分類（ICF）を用いて検討され

た．スペアマンの順位相関係数（R）が，CFS－APQ と 

VAS の関連の分析に用いられた．テストの再現性を検

討するために級内相関係数を採用した．

・結果　CFS－APQ のスコアは疼痛，疲労の VAS とそ

れぞれ相関がみられ，内容の妥当性が確認された（R＝

0.51，R＝0.50）．参加者が達成困難な動作とした大半

の活動（回答の 85.8％）は，CFS－APQ の質問項目と合

致していた．ICF と照合した結果，26 項目の内，21 

項目が活動と関連づけられることがわかった．他の 5 

項目は参加と関連があった．テストの再現性は，級内

相関係数が≧0.95 であった．

・結論　CFS－APQ は CFS 患者の評価に適したツール

であることが立証された．
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